
木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 自動車工学
科目基礎情報
科目番号 0055 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 毎週資料を配付する
担当教員 板垣 貴喜,関山 惠夫
到達目標
１．物造りの学問である工学の基礎となる熱力学、機械力学、座標系と運動方程式、機械要素、（機構学）を理解している。
２．工業製品である自動車を構成する個々の構造と技術また運動を今までに学んだ基礎学問を応用・活用し理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
物造りの学問である工学の基礎と
なる熱力学、機械力学、座標系と
運動方程式、機械要素、（機構学
）を理解している。

物造りの学問である工学の基礎と
なる熱力学、機械力学、座標系と
運動方程式、機械要素、（機構学
）を部分的に理解している。

物造りの学問である工学の基礎と
なる熱力学、機械力学、座標系と
運動方程式、機械要素、（機構学
）を理解していない。

評価項目2
工業製品である自動車を構成する
個々の構造と技術また運動を今ま
でに学んだ基礎学問を応用・活用
し理解できる。

工業製品である自動車を構成する
個々の構造と技術また運動を今ま
でに学んだ基礎学問を部分的に応
用・活用できる。

工業製品である自動車を構成する
個々の構造と技術また運動を今ま
でに学んだ基礎学問を応用・活用
できない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
工業製品としての自動車に関する工学と技術を講義する。自動車に要求される機能を、（１）動力を発生する（原動機
）、（２）動く（動力性能と動力伝達）、（３）止まる（制動）、（４）曲がる（運動性能）、（５）支える（懸架装
置）　にわけ、各々についての基礎理論と基本構造を知り、工学的な理解と知識を得るように講義する。

授業の進め方・方法 事前に配布する講義資料をもとに講義を進める．前記（１）～（５）の個々の技術分野を理解するために必要な主要基
礎学問を各章の初めに復習し、その後にこの基礎学問を応用しながら工学的理解を深める。

注意点
工業製品に用いられている技術を工学的に理解するため、今までに学んだ基礎学問（熱力学、機械力学、座標変換と運
動方程式、ばねの力学等）を活用する事を主眼とする。そのための工業製品として自動車を取り上げ、基礎学問を活用
して構成する技術を理解する。機構の名称や働きを覚える事が工学では無い事に注意する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 自動車と社会の関係および自動車工学の概要 講義の進め方，評価方法を理解し，工業製品である自
動車の社会との関わりを理解する。

2週 自動車用エンジンと熱サイクルの基礎（１）：熱力学
第一法則と第二法則の復習 熱力学第一法則と第二法則を理解する。

3週 自動車用エンジンと熱サイクルの基礎（２）：各種の
熱サイクルと熱効率

熱力学第一法則と第二法則を用いて熱ｻｲｸﾙの熱効率の
導き方を理解する。

4週 自動車用エンジンの性能基礎と構造（１）：ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞ
ﾝとﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの違い、仕事率等

熱力学第一法則と第二法則を用いて自動車用ｴﾝｼﾞﾝの熱
効率の導き方を理解する。

5週 自動車用エンジンの性能基礎と構造（２）：ｴﾝｼﾞﾝの性
能に影響を及ぼす因子の例

自動車用ｴﾝｼﾞﾝの熱効率に影響を与える因子を第四週に
学んだ項目に適用し変化する要因を理解する。

6週 自動車用エンジンの性能基礎と構造（３）：後処理装
置、過給器の基礎とEGR 自動車用エンジンの排気ガス低減技術を理解する。

7週 自動車用ｴﾝｼﾞﾝの構造と燃料と燃焼方式：ｴﾝｼﾞﾝ部品の
運動力学と燃料、新燃焼方式。動力性能

自動車用エンジンの燃料とCO２の関係、熱効率向上の
燃焼方式、自動車の動力性能を理解する。

8週 中間試験 試験実施

2ndQ

9週 中間試験答案返却・解説
動力伝達機構の解説と基本設計要件（１）

答案の返却および解説
：発信装置、変速機の構造、補助変速装置

10週 動力伝達機構の解説と基本設計要件（２）：推進軸と
作動装置、終減速機

推進軸の考え方と基本構造および差動装置と終減速機
の構造と働きを理解する。

11週 制動性能：制動力学と制動機構 自動車の制動を力学的観点、人間工学的観点から理解
する。

12週 運動性能（ﾀｲﾔ外力と自動車の運動力学-1）：ﾀｲﾔ座標
系と六分力

自動車の運動性能を左右するタイヤに働く外力を理解
する。

13週 運動性能（ﾀｲﾔ外力と自動車の運動力学-2）：自動車の
座標系、運動方程式と運動性能（旋回性能）

自動車に座標系原点を置く相対座標系で自動車の運動
方程式をたて、式から運動性能を理解する。

14週 懸架装置（サスペンション）：ばねの力学、構造と運
動性能に与える影響

ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝとｽﾃｱﾘﾝｸﾞの構造を理解し、ばねの力学から車
体の運動性に与える影響を理解する。

15週 期末試験 試験実施

16週 答案返却 答案の返却および解説
基礎学問の工学への応用についてまとめる。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 90 0 0 0 0 10 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 90 0 0 0 0 10 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


